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Abstract

A  lucidophyllous forest on  Mt. Kurino-dake,  Kagoshima  Prefecture was  studied in order to

clarify distribution of the component  species and  species richness along the altitudinal gradient.

We  investigated  35 plots of 100m  from  640m  to 970m  above  sea level. As  a result, we

recognized nine species groups  by the similarity of each distributional pattern of frequency(%) of

occurrence  and  mean  coverage(%)  of each  species along  the altitudinal gradient. Altitudinal

distribution of species group  1 was  restricted to 650m-700m.  Species group  1 was  divided into

two  sub-groups, the gap species such  as Mallotus japonicus, Zanthoxylum  ailanthoides, Aralia

eleta, Clerodendron  trichotomum  etc. and  the lucidophyllous species such as Gardneria nutans,

Viburnum  awabuki,  Damnacanthus  macrophyllus, Anodendron  affine etc. preferring a warmer

climate. It seemed  that a change  of vegetation from  Castnopsis  type forest to Cyclobalanopsis

type forest occurred at this elevation. Species richness(number  of species) per 100m  ranged  from

83  to 15 and  decreased  abruptly from  low  to high altitudes. High  species richness at lower

altitude depended  on the appearance  of many  epiphytic orchids and ferns on the tree trunks.
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は じ め に

宮崎県との県境に近い鹿児島県姶良郡吉松町の栗野岳

北斜面には原生状態に近いきわめて良好な照葉樹林が保

全されている。栗野岳北斜面は飯盛山へと連なるが, そ

の鞍部付近には大径木のタブノキが優占する照葉樹林が

広がり, それより上部にはウラジロガシ, アカガシ, イ

スノキの優占する照葉樹林が分布している。人為的な影

響がほとんど加えられていない照葉樹林は国内ではきわ

めて稀であり, 種多様性保全機能を評価できる自然性の

高い樹林として, 本地域の照葉樹林はたいへん重要であ

る. 本地域のタブノキ林の重要性および樹種構成や樹林

の更新については田川(1977), 森田・田川(1981),

Ngakan et a1. (1996)などによって報告されているが,

草本や着生植物を含めた樹林の種類組成およびシダ植物

以上の全種を対象とした単位面積あたりの種多様性( 種

の豊かさ) については明らかにされていない. 本論文で

は実測に基づく100 ㎡ の調査区を設置し, シダ植物以上

の全植物を対象として植生調査を行い, 標高に対する構

成種の分布や100m あたりの種多様性の変化について考

察した. その結果を報告する.
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調査地と調査方法

調査地の概要

栗野岳は鹿児島県から宮崎県南部の県境一帯に広がる

霧島山系の一角にあり, 海抜1094m に達する山岳であ

る. その北側斜面の国有林( 川添国有林70い林班 他)

に良好な照葉樹林が遺伝子保存林として残されている.

栗野岳は約1 万年前に噴火し, 地表部は噴火による溶岩

および火山灰によって形成されている.年降水量は2300

mm前後, 最寒月の月平均気温は標高640m で1.5°C~2.2

°C,標高970m で-0.5°C~0.2°Cと推定される( 気象庁,

1958, 1959).

調査方法

海抜640m から海抜970m の栗野岳北側斜面に保全さ

れている照葉樹林を調査対象とした.調査は1999 年3 月

より2000 年3 月までの合計6 回,のべ9 日間行った. 調

査区の選定にあたって, 良く発達し, ギャップの少ない

植分を調査対象とした. 調査区は, 正確に実測して10m

X10m の方形区( 実面積100㎡) を設置した. 調査は,

調査区内の植分について階層区分を行った後, 各階層の

高さ・植被度(%) の目測による記録, 各階層毎の植物

種リストの作成,各出現種の被度(%) の目測による記録,

地形・傾斜角度・傾斜方位・海抜・土壌等の環境条件の

記載といった手順で進めた. なお, 第一一低木層以上につ

いては樹種別に個体数も記録した.高木や亜高木の樹幹・

枝に着生している植物については, その調査区内の地表

に落下している着生植物や周辺部で確認した着生植物を

参考に,12 倍の双眼鏡を用いて同定を行った. 調査区の

うち2 区については土壌調査および埋土種子調査を行

い,4 区については毎木調査を実施したが,今回の報告か

らは除外した.

調 査 結 果

植生調査の結果,35 の調査区より植生調査資料を得る

ことができた(Appendix 1 ). それらの植生調査資料を

もとに各々の調査区における出現種の一一覧表を作成した

(Appendix 2 ). Appendix 2 に示した各植物の被度

(%) の数値は全階層の合計値である. 次に標高を100m

の階級幅で, 標高600m~700m( 調査区の平均標高

650m), 同700m~800m( 同760m), 同800m~900m

(同840m), 同900m~1000m( 同970m) の4 つの階

級に区分し, 各階級毎に各々の種の出現頻度(%) と平

均被度(%) を算出した. 以下では4階級を「650m 」,

「760m 」,「840m 」,「970m 」と標記した. 出現種の標高

に対する分布傾向を出現頻度と平均被度より判定し, 出

現種を9 群に区分した. その結果はTable 1 に まとめた.

次に調査区内に出現した種を照葉樹林要素とその他の

種に区分し, さらに照葉樹林要素については高木, 小高

木, 低木, 草本植物, 着生植物, 寄生植物, 腐生植物と

いった生活形により細分し, 種数を算出した. 各調査区

の区分した結果はAppendix 3 に示した. 標高に基づく4

階級別にまとめた結果( 平均値) はTable 2 に示した.

照葉樹林要素とは, 自然性の高い照葉樹林( 照葉原生

林, 照葉自然林) の構成種のことであるが, 具体的には

①オオバジュズネノキ, ホウライカズラのように他の樹

林にはほとんど出現せず照葉樹林によく出現する種, ②

アラカシ, ヒサカキ, ネズミモチのようにアカマツニ次

林や夏緑二次林にもよく出現するが, 照葉樹林に分布の

中心があると考えられる種, ③照葉自然林から夏緑自然

林に広く出現するが, 照葉樹林を主要な生育地の一つと

している種( ミヤマシキミ, シノブなど) とした. イヌ

ビワのように照葉樹林にもよく出現するがギャップ, 林

縁, 疎林, 伐採跡地などに分布の中心があるような種は

照葉樹林要素から除外した. 照葉樹林要素の大半はタブ

ノキ, ヤブツバキなどの照葉樹( 常緑広葉樹) やエビネ,

シュンランなどの常緑の草本植物で占められるが, 着生

植物, 寄生植物, 腐生植物などの中にはシノブ, ヒメノ

ヤガラ, キリシマシャクジョウなどのように常緑ではな

い種も少なくない.

なお, 前述したように一定面積(100 ㎡) における出

現種数や種多様性を比較できる資料として今回の調査資

料は重要と考えられる. 今後の照葉樹林研究のために

Appendix として全ての資料を示した.

考      察

標高に対する種の分布傾向

区分された9 群のうち1 群から4 群までは低地に,5

群から7 群は高地に分布の中心を持ち,8 群は全域型,9

群は分布に一定の傾向が認められなかった種群である.

1 群は「650m 」にのみ出現し, それより高海抜には

分布しない種群である. 本群にはホウライカズラ, サン

ゴジュ, オオバジュズネノキ, イチイガシ, サカキカズ

ラなどの低地の照葉樹林に分布の中心を持つ種が多い

が, ハナイカダ, ヤマノイモ, アカメガシワ, アマチャ

ヅル, スズメウリ, ノブドウ, キカラスウリ, ニワトコ,

クサギなどギャップや林縁に多い種も多数含まれる.2

群は主として 「650m 」に分布量が多いものの「760m 」

にも出現する種群であり, カラタチバナ, サツマイナモ

リ, リンボク, ノササゲにイワヤナギシダ, ムギラン,

ム ベ, ミ ツ バ アケ ビ, ハ ゼ な どが 含 ま れる.3 群 は

「650m 」から「840m 」まで分布する種群で, 全 体と

して「650m 」にもっとも分布量が多い傾向がある.4 群



Table  1. Nine  species groups  differentiated by  the  similarity of each  distributional pattern of frequency(%)  of occurrence

and  mean  coverage(%)  of each  species along  the altitudinal gradient.



Table 1 . (continued)



Table 1 . (continued)

a; Frequency, b: Mean coverage

Table 2. The  mean  number  of lucidophyllous  species per  life form  category  in each  altitudinal class.



は「650m 」から「970m 」まで分布するが, 高標高ほ

ど分布量が減少する種群である. この群にサカ牛, ユズ

リハ, スダジイ, カクレミノが含められる.

5群は「970m 」のみに出現する種群であり,ヒメシャ

ラ, コハウチワカエデ, サンカクヅル, キッコウハグマ,

オモトが含まれる.6 群は「970m 」に分布量が多いもの

のそれより低標高にも出現する種群である. ツリバナ,

ミズメ, イヌシデなどの夏緑樹と照葉樹林帯の上部にも

多いシ囗ダモ, シキミ, ヤブツバキなどの照葉樹などに

区分できる.7 群は「840m 」に分布の中心があり, ハイ

ノキ, マメヅタラン, アカガシ, ツタウルシ, イチヤク

ソウ, アカシデなどで代表される.

8 群は各階級における出現に大きな差がない種群でイ

ヌガシ,ミヤマシキミ,ヒサカキなどの種で代表される.

9 群は出現の特徴が不明確な種群である.

調査対象地内での低標高域である「650m 」に限定さ

れる1群の種は, 九州の低地に発達する照葉樹林( イチ

イガシ群集) によく出現する種とギャップ・林縁性の種

に二分できる. 前者はホウライカズラ, サンゴジュ, オ

オバジュズネノキ, イチイガシ, サカキカズラ, ミヤマ

トベラ, バリハリノキ, オガタマノキなど, 後者はアカ

メガシワ, クサギ, ヒメコウゾ厂ニワトコ, オニドコロ,

ナガバモミジイチゴ, ツルウメモドキに代表される. 標

高650m は最寒月の月平均気温2(C 前後と推定され, そ

の気温値は低地部のイチイガシ群集( シイ型) と山地型

のウラジロガシーイスノキ群巣(カシ型)の境界にあたっ

ており( 服部, 1985 ; Yoshioka, 1963), 低地に分布

の中心を持つ多くの照葉樹林要素の分布の上限となる.

「650m 」にのみ出現する照葉樹林要素はこのような気

温条件を反映したと考えられる.

それに対して,ギャップ・林縁性の種の出現は「650m 」

の林相を反映している. この標高域の樹林ではタブの大

径木の枯死による様々な程度のギャップが存在し, その

ため林内は明るい. このような光条件で, 前述の陽性低

木類やツル植物が生育していると考えられる.

一方,「970m 」に分布の中心を持つ5 群の種のうちの

ヒメシャラ, コハウチワカエデなどの夏緑樹はブナーシ

ラキ群集の構成種である.「970m 」および「840m 」に

分布の中心を持つ6 群,7 群の種および全標高を通じて

よく出現する8 群のなかの照葉樹はシ囗ダモ, シキミ,

ヤブツバキ, ハイノキ, アカガシ, ウラジロガシ, イヌ

ガシ, ミヤマシキミ, ヒサカキ, ネズミモチであり, ヤ

ブツバキクラスの識別種・標徴種であると共にウラジ囗

ガシーイスノキ群集の主要構成種にあたっている.

標高に対する種多様性の分布傾向

標高階級別の出現種数の平均値をみると, 全出現種は

「650m 」で最も高く61.9種となり,「760m 」で34.9種,

「840m 」で27.7種,「970m 」で21.8種と標高の上昇と

共に種数は激減している.「650m 」ではギャップ・林縁

性の種が多く含まれているため, 次に照葉樹林要素だけ

を比較した. その結果は全出現種と同じく,45.5種,29.2

種, 24.4 種, 14.1 種といったように標高の上昇に従って

照葉樹林要素が急激に減少する. 照葉樹林要素のいずれ

の生活形で比較してもその傾向は変わらず, 草本植物と

ツル植物が「760m 」,着生植物が「970m 」においての

急減が目立つ.

標高の上昇, 気温の低下は当然のことながら照葉樹林

要素の減少をもたらすが, 逆に夏緑林要素の増加につな

がるはずである. 高標高に分布の中心をもつ5 群,6 群,

7 群の夏緑林要素はそのような状況を反映したものであ

るが, 照葉樹林要素の減少に夏緑林要素の増加が追いつ

いていない. 栗野岳の標高は1094m で,推定した最寒月

の月平均気温値は約TC 前後である. この気温値は照葉

樹林と夏緑林のほぼ境界にあたっており(Hattori and

Nakanishi,1985), 栗野岳の標高では十分に発達した夏

緑林の成立が困難と考えられる. さらに縄文海海進期の

気温上昇期には「追い出し効果」(梶, 1982) によって

栗野岳から多種類の夏緑林要素が消滅した可能性もあ

る. このような状況が高標高になっても夏緑林要素が増

加しない一つの要因であろう.

照葉樹林においては前述したように, 調査区の面積を

実測して全出現種数を調査した研究は少なく, 伊藤ら

(1992), Ishida and Hattori (1998),石田ら(1995,

1998) などに限られる. 100 ㎡ あたりの出現種数を調

査した伊藤ら(1992) の対馬・龍良山の結果では, 出現

種数は30 種以下であり,それに比較すると栗野岳下部の

照葉樹林は種多様性が高く, 上部の照葉樹林は低いとい

える. 単位面積あたりの出現種数,照葉樹林要素の種数,

生活形別の種数等についてはさらに多くの地域の調査結

果と比較して, 照葉樹林の種多様性を総合的に論ずる必

要がある. 本論文では標高が上がると共に種多様性が低

下すること, 標高760m 前後で照葉樹林要素の種多様性

が急減すること, その海抜における推定気温値( 最寒月

の月平均気温) が約1.3°Cであることを示しておきたい.

栗野岳照葉樹林の種多様性

調査地の標高が高いこともあって, 九州の低地の照葉

樹林によく出現するアリドオシ, ルリミノキ, サツマル

リミノキ,ミサオノキ, カンザブ囗ウノキ, ミミズバイ,

コバンモチ, ホルトノキ, アデク, タイミンタチバナ,

ツルコウジ, シリブカガシ, マテバシイ, センリョウ,

ツゲモチ, トキワガキ, ノシラン, ハナミョウガ, ムサ

シアブミ, ハクサンボク, バクチノキ, ヒメイタビ, ヒ

メユズリハ, マツバラン, ヤマビワ, ヤマモガシなど多

くの種を欠いている. 標高が高いために, 多くの照葉樹



を欠きながらもこのように種多様性が高いのはアオホラ

ゴケ, イワヤナギシダ, ウチワゴケ, カタヒバ, コウヤ

コケシノブ, ジシラン, シノブ, タカノハウラボシ, ヒ

メノキシノブ, ホソバコケシノブ( シダ植物), セッコ

ク, ナゴラン, ツリシュスラン, マメヅタラン, ムギラ

ン, マツラン( ラン科), シシンラン( イワタバコ科) な

どの着生植物がたいへん豊富なことに依っている. ヒメ

ノヤガラ, キリシマシャクジョウなどの腐生植物やヒノ

キバヤドリギなどの寄生植物も今回の調査で確認してい

る. 腐生植物や寄生植物は出現時期が短く, 調査時に偶

然発見されることが多く, 今後の調査でさらに発見され

る可能性がある. 着生・寄生・腐生植物は, 他の生活形

の植物とは生育場所や日照等において競合が少ないた

め, 他の生活形の植物の飽和した状態でも生育すること

ができ, 結果として種多様性を増加させている. 着生・

寄生・腐生植物の生育環境は樹齢を経た大径木が存在す

ること, 腐植層の発達した良好な土壌が存在すること,

人の立入りがないことなどの条件が必要であり, このよ

うな条件下に発達するのは原生林( 自然林) そのもので

ある. 着生・寄生・腐生植物の豊かさは照葉樹林の自然

性を十分評価できるものと考えられる, 着生・寄生・腐

生植物の100m あたりの種数や比率が自然性の指標とな

る可能性について, 今後他地域の調査結果と比較を行っ

て検討したい.
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Appendix 1. Vegetation  sheets of 35 stands  in the lucidophyllous  forest on Mt. Kurino-dake.
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Appendix 2. Floristic composition  of the lucidophyllous forest on Mt. Kurino-dake.
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Appendix 2. (continued)

Each  numerical  value is total coverage  of the species.

Appendix 3. The  number  of lucidophyllous species per life form  category  in each  stand.


